


















































なお，第 l草案は， Entwurfeines biirgerlichen Gesetzbuches fir das Deutsche 
Reich. Erste Lesung. ausgearbeit <lurch die von den Bundesrathe berufene Komm-
ission, 1888.によった。
(2) J. W. Hedemann, Die Fortschritte der Zivilrechts im XIX Jahrhundert. 2. Teil 
2. Hafte, 1935, S. 273. 
(3) 第1草案における不動産担保権の概略につき， Otto Gierke, Der Entwurf eines 
biirgerlichen Gesetzbuchs und das deutsche Recht, 1889, S. 373ー 382.が便利であ
る。
(4) 以下， Motivezu den Entwurfe eines Biirgerlichen Gesetzbuches fir das Deutsche 




















(5) Motive il, S. 599. 









(7) Motive il, S. 599. 
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そこで、，こうした資本所有者＝抵当権者の要請に応じるために，基本原則とし





ときのみ得ることができる。」（Motive][, S. 601.) 
(9）登記簿の公信は，抵当権のみならず，被担保債権にまで拡大されている（IE1083 
条）。というのは，その場合にのみ， 「物的信用の需要が完全な満足を期待できる」






















Rentenschuld I Briefrentenschuld 
） J指名証券定期土地債務
〈 ＼無記名土地債務






I Hypothek ohne Hypothekenbrief 
〈抵当証券の交付される抵当権





















(1) Entwurf eines biirgerlichen Gesetzbuches for das Deutsche Reich, Sachem岬echt,
Begriindung, 1880, S. 1487., Motive ]I, S. 607-608. 


































Motive ][, S. 609. 
Motive ][, S. 609-610. 
Motive ][, S. 610. 
Motive ][, S. 611. 



































側 Motive][, S. 611. 
位。 Motive][, S. 611-612. 
ω 理由書は，抵当証券の歴史的発展及びその'rlJ度につき，プロイセン，メクレンブル
ク，オルデ、ンブ、ルク，ブラウンシュヴァイク，ヴルテンベルク，へッセン，パイエル
ン，ヴァイマール，ザクセン，フランス法域につき概略している（vgl.Motive ][, S. 
612-615.）。
12) Motive ][, S. 615. 































(26) Motive II, S. 616-617. 
仰 Motive II, S. 617. この考えの現われが IE1117条。
倒 MotiveII, S. 617. 

























側 MotiveIT, S. 618. 




































側 プロイセン，バイエルン，ザクセン，ヴノレテンベルク，ヘヅセンなど， vgl.Motive 
]I, S. 633. Anm. (4) 























間 Motiveil, S. 203, 719, 726. 
倒 Motiveil, S. 720. 
側 ただ，プロイセンの所有権取得法63条は，所有者が債務者の場合とそうでない場合
とを分けていない。 vgl.Motive il, S. 725-726, 733. 
。 Vgl.H. Dernburg, Das blirgerliche Recht des Deutschen Reichs und PreuBεns, 
Bd. J[. Sachenrecht, 1904, S. 645-648. 
(41) Vgl. Motive il, S. 706, 707. 
閥 抵当権の移転には， IE828条の規定が準用される。というのは， 「草案によれば，
移転及び負担設定における直接の対象は，抵当権でなく，抵当権が設定されている偵
権だからである。」（MotiveIf[, S. 172.) 























ω 拙稿「プロイセンにおける投資抵当権成立史｜民商法雑誌75＇＆；）号（昭 51) 481頁
参照。
附 Motive]I, S. 707--708. 
附 MotiveIlI, S. 708-709. 
仰 MotiveIlI, S. 709. 
側 IE 826条の規定により， ［物権の権利主張が本質的に簡単になり，とりわけ所ー 有権
の主張 Vindil王ati onならび、Iこ抵当1』i及ひ
容易にし， もつて土地所有1在を安定させ，物的信用を向上」させる（MotiveIlI, S. 
153.）。そこで，理由書によれば，この規定は，所有権，抵当権，士．地債務について


























(51) Motive il, S. 695-696. 
ω 債権者が所有者に対し抵当権を実行しないとか，又は実行が制限付きであるとかの
債務法上の義務を負っている場合。当時の現行法（例えば，プロイセンの所有権取得























帥抵当権設定契約の無効又は取消（Motive]I, S. 698 倒 9.）。
倒 この但書は，登記簿の公信に関する規定（IE828，約38, 8-13，お44, 1083条〉か
らも生じ，特別の規定がなくとも I~ 明である。ただ， これは注意規定とされている
(Motive JI[, S. 697.）。
M ｛呆；tiEに関する IE671条 l項の；規定と｜可y臨旨である。




Jf, S. 702. Anin. (2）。
































側 MotiveJ[, S. 703-704. 
制 MotiveJ[, S. 744. 




























側 Motive]l, S. 752. 
制 MotiveI[, S. 752-753. 




















側 MotiveJ[, S. 747-748. 
。 そこで， 「証券抵当権に関する規定は，土地債務が債権に附従していないという事
情から及び第1137条から第1144条に別段の結果が生じない限り土地債務に準用する。l
































































務に対し異議を申し立てることができる。 vgl.A. Achilles, Die PreuBischen Gesetze 
iiber Grundeigenthum und Hypothekenrecht vom 5. Mai 1872, 1881, S. 249ff. 
08) 例えば，メクレンプルクの改訂騎士領抵当令RevidirteHypotheken=Ordnung fir 
Landgiiter vom 18. Oktober 1848. 16条4号（vgl.Achilles, a. a. 0., S. 154. Motive 
II, S. 792.）プロイセンの所有権取得法27条（vgl.Achilles, a. a. 0., S. 203-204, 
Motive II, S. 792，拙稿・前掲論文472頁〉など。























公にしなかった（W.Schubert, Die Entstehung der Vorschriften des BGB iiber 
Besitz und Eigentumsiibertragung, 1966, S. 35.）。
(2) Vgl. Verhandlungen des 19., 20., 21., 22. Deutschen Juristentages. 
(3）帝国司法省は， これらの意見を収集し，公刊している。 vgl.Zusammenstellung 
der gutachtlichen AeuBerungen zu dem Entwurfe des Biirgerlichen Gesetzbuchs. 
gefertigt im Reichs=Justizamte. 6 Bde., Berlin 1890-1891. （以下， Zusammenste-
llung①と略す。） Zusammenstellung der AuBerungen der Bundesregierungen zu 
dem Entwurfe eines Biirgerlichen Gesetzbuches. gefertigt im Reichs=Justizamte 
2 Bde., Berlin 1891. 

























(5) Schubert, a. a. 0., S. 35 36. 
(6) 第2部会の論題は， 「土地債務を含む民法典草案に規定されている不動産担保権は
保持されるべきかJであった。 vgl.Verhandlungen des Zwanzigsten Deutschen 
Juristentages, Bd. 4, 1889, S. 238-239. （以下， Verhandlungen20. DJT.と略す。〉
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担保法制否定へと結論づける見解。






















(7) Zusammenstellung①， Bd. 3, S. 270. 
(8) Zusammenstellung①， Bd. 3, S. 270-271. 
(9) I E 1051条（注（17）を参照〉による定期金の許容もそれが不動産の唯一の負担型式































ている (Znsammenstellung① Bd. 3, S. 272.）。




















































eines biirgerlichen Gesetzbuches fir das Deutsche Reich. Erste Lesung, ausgear-
beitet <lurch die vom dem Bundesrathe berufene Kommission, 1888.) 
(18) 決議によれば，この判断は，農業信用制度の強制的改革と結びつし、た経済的損益の
考量と現存の元本債務から定期全債務への移行に｛下なう困難と危険及び、それによす拠す
るための制度の設置とを考慮してなされる（Zusammenstellung①， Bd.3, S. 274) .,





























nstellung①， Bd. 3. S. 275）。
ω 帝国全域にわたる農業者の利益を代表する（大野・前掲書145頁）。





























例以下， Zusammenstell ung①， Bd 6, S. 573. による。

























している（Verhandlungen20. DJT., Bd. 4, S. 250.）。
自力 Verhandlungen 20. DJT., Bd. 4, S. 239. 
ω へー デマンは，このデルンフ、、ルヒの叙述に対し，［この危険は，現実化しなかった。
抵当権法に『資本主義』の徴候をみようとする限り， 抵当権法は， 階級対立のその
後の先鋭化にはほとんど係わりを持たないのである。j(J. W. Hedemann, Die Fo-
rtschritte der Zivilrechts im XIX Jahrhundert, 2. Teil 2. H訂te,1935, S. 274-
275.）と批判している。
側 Gierke, a. a. 0., S. 367-368. （第 1立与f13陥注（3）参照）













意的な新聞として NorddeutscheAllgemeine Zeitung, Hamburger Nachricht 














信1) Gierke, a. a. 0., S. 369ー 370.
(321 Gierke, a. a. 0., S. 382. 

















C34) Zusammenstellung①， Bd. 3, S. 282-283. 
側政府の機関紙である（大野・前掲書187頁〉。
側 Zusammenstellung①， Bd. 3, S. 282. 
間 Zusammenstellung①， Bd.3, S. 283. 
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（未完〕
